
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 141,851 179,662 192,967 172,116

事業費

の内訳

令和3年度決算

事務費：２，７１９千円、使用料及び賃借料：１７２，２４８千円

令和4年度予算

事務費：４，５８０千円、需用費：７５０千円、委託料１８，６２０千円、使用料及び賃借料：１３３，０４
６千円

人工 2.6 2.5 2.5 2.1

人件費 18,720 18,000 18,000 15,120

事業費 123,131 161,662 174,967 156,996

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

道路法（第42条・第49条）

他都市の状況

市民１人当りの除雪費（道路除雪費÷人口　令和３年度実績）
札幌市　１０，４５４円／人・石狩市　１９，７９７円／人・江別市　９，８９６円／人

実施結果

地域からの申請に基づき、生活道路の排雪を自ら行う地域（申請地域）に運搬用トラックの貸し出しを行った。

事業実施における
工夫点

なし

対象者 市民 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

冬期道路の路面管理を効果的かつ効率的に行う。

長期

冬期道路の路面管理を効果的かつ効率的に行う。

取組内容

平成30年度に策定した「札幌市冬のみちづくりプラン2018」に基づき、地区内に除雪センターを設置して除排雪業
務受託者が24時間常駐し、除排雪作業の判断や地域住民との協議等を行う。

011-211-2682

施策名
雪と共存した暮らしの推進

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 市民助成トラック事業費

評価担当課
所属名 建）土木部　雪対策室事業課

課長名 井上　実 担当者名 田村　尚己 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 20764



◎検証（振り返り）

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
公共交通機関の運休や市内各所での渋滞発生、生活道路除排雪の大幅な遅れなど、市民生活に大きな影
響が及んだため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

積雪深や気象状況、排雪作業の進捗状況などのフェーズに応じた対策等を実施
①排雪作業の前倒しと強化　②雪堆積場等の増強　③市民・企業との協働の取組み

予算
大雪対策に備え、必要な予算措置を行う。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

札幌市大雪対応検討会議での検討結果を踏まえた今後の改善点
・早期排雪に向けた判断基準を設定したうえで、幹線道路の排雪作業の前倒しと強化を実施
・大雪時にパートナーシップ排雪を中止し、札幌市が生活道路の排雪を実施するなど、状況に応じた臨機な
対応を実施
・雪堆積場の拡充の推進
・大雪に備え、あらかじめ関係機関や関係団体との協力体制を形成

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

受益者負担の原則を踏まえて、地域と札幌市がそれぞれの役割を分担している。札幌市と契約を
結ぶ貸出用のダンプトラック台数は、減少傾向にある。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

B

市民意識調査（令和３年度）では、「除雪に関する事業について、よくやっていると思うか」との設
問に対して、「そう思う・ある程度そう思う」が４８．０％と全施策で４番目に高く、「思わない・あまり
思わない」が２６．０％となっている。
一方で、「除雪に関する事業について力をいれてほしいと思うか」との設問に対して、「そう思う・あ
る程度そう思う」が７３．５％と全施策で１位となっており、全体として、「満足度が高く、期待度が高
い」施策であると位置づけられる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

度重なる大雪に見舞われ、除排雪作業に大幅な遅れが生じたことから、緊急対応として、幹線道
路やバス路線を最優先にした除排雪を行うとともに、生活道路においては、パートナーシップ排雪
の施工方法を変更して作業のスピードアップを図った。
また、排雪作業の効率化を図るため、北海道開発局やＮＥＸＣＯ東日本を通じて、ダンプラックの
支援を受け実施した。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

道路の機能や幅員に基づいた道路種別ごとに路面管理水準を設定し、効果的かつ効率的に除排
雪を行っていることから、平時の事業規模は適切である。
ただし、大雪など、気象状況に左右される面もあることから、大雪に備え、あらかじめ関係機関や
関係団体との協力体制を形成する。

項目 判定 理由

2,549km 2,700km 2,700km

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 生活道路排雪支援延長（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ排雪、市民助成ﾄﾗ

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

2,549km

1,299団体

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 生活道路排雪支援団体数（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ排雪、市民助成ﾄ

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

1,231団体 1,231団体 1,299団体


